
針葉樹苗の微粒菌核病
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小)/1 261はヒノキおよびカラマツ苗の裾腐病を報子干し，その病原菌としてヒノキのものに Pho問。 hase-

gaωae OGAWA を百己i依し， カラマ Y については Phomoþsis �seudotsugae WILSON と同定したさ

{jJTIi*' は 1950 年以来，小川が記載した病徴および標徴を呈するカラマツやスギ苗を調べた結果，その

病原閣に疑義をもつにいたった、すなわち，底部に形成する黒色小粒状のものは小川lの述べているような

病原菌の柄子殻ではなく，別の菌の菌核であり，この病原菌を Sclerotium bataticola TAUB. であると

考えて研究に着手した その後伊藤および実!険相当者の紺谷判が相ついで地方に転11i したために中止され

ていた 12) い

著者の 1 人佐藤も 1950 年に秋田・山形県下のカラマツ，スギ苗に小川町}の病徴および襟微を主註するも

のを探集し，病原菌の分離培養を行ったところ，この病原菌について疑問をもち，一部の標本について伊

藤 1('/土に鍬定を依似した その後青森，岩手，兵麿，岡山県下なとの各地からのスギ，ヒノキ，カラマ'V，

マヅ T$lなどの針葉附のみならず 2， 3 の広葉樹首の向隊な病害の鑓定を求められたっ秋田，山形地方にお

いてもこの病害による被害は年によってはなはだしいことを知り，この問題の解決の必要を痛感して，こ

の 2 ・ 3 年来/，)1 究を進めてきた 未解決の分野も多いが，この病原菌は Sclerotium bataticola T A UB. 

であることを実!，1角的に明らかにし， 10 年米のヒノキやカラマツ苗の裾腐病についての疑義をはば解決す

ることができたので，ここに報f守することとするつ

この稿を草するにあたり，懇切な御指導合たまわった林業試験場樹病研究室長伊藤一雄防士， Ft煮な耐|

究材料を心よく寄1(';')下さった千葉県農業試験場の西原夏樹氏および岡山県下の多くの樹種の熊本を寄贈い

ただいた岡山県庁林政課の赤井節夫氏らに対して厚くお礼を申しあげる。また林業試験場樹病研究室の小

林享;花氏には数多くの文献の柁与をわずらわしたことをとくに-Uして I手くお礼を1:1，しあげる F

11 本病の被害および分布

この病害は夏から初秋にかけて，高温乾燥朔に発生するつ苗畑では， カラマツ，スギ，ヒノキ，マヅ類

などの針葉樹首のみならず，広葉樹苗にもみとめられ，床菩苛，まき付苗主もに発坐する τ また林業試験

場闘病研究室訂)によると， 1956 年の 7 月ころから静岡県下の海岸砂防植栽のクロマヲ苗にかなりひどい

被害が発生した「著者の 1 入佐藤も 1951 年に秋田県下の本荘市内の7k休国有林で、クロマ?海岸林の突然

生稚樹にわずかの被害をみとめ， 1958 年 8 月 10 日 iこは秋田市内浜田海岸の砂防植殺のクロマヤ苗の被害

を明らかにした。また 9 月 5 日の調査では，本荘市内の水林国有林と同廃国有林の海岸砂防植栽のクロマ

(1) 秋田支場保護研究室長 (2) 秋田支場保護研究室員

*1 林業試験場樹病研究室長・農学博土 木2 /1 京都支場保護研究室員
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ヅ首にもかなりの被告を認めた。

この病容は砂地や石れき地などの乾燥しやすい苗床に発生しやすく，夏期高温干天つづきの年に被害が

多く，低温多雨の年には少ないご

著者の l 人佐藤の飢察では，秋|刊地方においては，この病告は終戦直後に被宮がきわめて多く，カラマ

タやスギ、首の 10~30 %もおかされた例があったが，近年は比較的少なくなってきた。

これは施肥そのほかのことと関係があるのではないかと考えられる「

この病害は，まだ北狗道での発生は記録されていないが，著者らが現在までえた樹木の標本は， 1Mに述

べた，青森，秋田，山形，岩手，兵庫，岡山県下のものである。伊藤山は長野，新潟県下のカラマヅとス

ギに被害をみとめ， 林試粒J病研究室町により， 静岡県下のモミとクロマヅ官iの被害が記録されている

1958 介rに河山県倉敷股林事務所の赤井節夫氏から著者の 1 人佐藤に~'~定依似のあった標本には木病によ

るものが多く，メタセコイア， ヒノキ，テーダマツ，ヤマハンノキ，プサアカシアなど 5 種類の寄主にお

よんでいるの発病と環境との関係からみて，南日本ではかなり重要な病害であろう主思われる

E 病徴および標徴

地湿の高まる 6 月下旬ころから初秋まで発生し，とくに 7 月から 8 月にかけて多い。寄主は多くの場合

は地際郎分からおかされはじめ，次第に根書店にもおよぶので，地上部は水分をタとってしおれて，緑色があせ

黄かっ色からかっ色を呈して乾枯する。そして稚在iでは立枯病の侭腐型の病徴を呈するのが普通であるじ

思míの内皮Yflíおよび木質部は褐変して，この部分に無数のNJ色小位状の菌核を形成するぐなお被害苗は

生育不良のものや損傷を受けたものに多い (Plate 1 , n. 2, 111. l)c 

W 病原菌の分離

局、îilí組織から常法 (80%アルコール 0.1 %占l こう水ー殺菌水一培養基〉によっても分離ができるが，

菌糸がなかなか発育してこないことも少なくない。西原本は新鮮なり病組織を無殺菌のまま酸性にしたジ

ャガイモせんじゅう寒天培養基上にのせて 30 C で培養する方法を用いている。

著者らもこの方法でたやすく分離できたが， タンニン酸で酸性にした 2%ブドウ糖寒天培養基上に殺菌

した柄付金「で患部からかき取った菌核をのせて， 300 C で培養してよういに分慨することができたc そし

てし、ずれの場合にも，例外なく Sclerotium が分附され， IJ、川 :.!I:) の Phoma hasegawae や Pho問OPS!S

pse叫dotsugae は l 同も検 1:1\できなかったc

V 病原性

1.寄主

この病原菌はきわめて多犯性であり，著者らが現在まで明らかにした寄主倒木をあげるとつぎのとおり

である。

スギ (Cγyptomeria japonica D. DON), ヒノキ (Chamaecyparis obfusa ENDL.), サワラ (Ch.

pisifera ENDL.), メタセコイア (Mefasequoia glyρfosfroboides Hu et CHENG), アカマツ (Pinus

densiflora SIEB. et Zucc.) , クロマツ (P. thunbergii PARL.)，テーダ、マヅ (P. taeda L.), カラマ

* 2) および西原夏樹氏から著者の 1 入佐藤への書信による。
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ツ (Larix ZeρloZeρis MURRAY.)，モさ (Abies fi円na SIEB. et ZUCC.), ドイヅトウヒ (Picea excelsa 

LK.) , ヒメヤシヤアやシ (AZnus maltineγvis CALL.)，ヤマハンノキ (A. tinctoria SARG. var. gZabra 

CALL.)，アキグミ (Elaeagnus umbellata THUNB.)，フサアカシア (Acacia deaZbata LINK.) 

以上 6 科， 10 属， 14 種。

2. 接種試験

(1) アカマツ苗にたいする接種試験(1)

20 c間待の素焼のはちにJjQ土をつめ，あらかじめホルマリン 50 f ì"î液で、土~~1ì'j存しておいた 1956年 5

月 25 日に 1 はちあたりちらかじめジャガイモせんじゅう寒突然1!t1'iにお。Cで 7 日間培養しておいた菌そ

う (Table 1 の No.1) の 9c別手ヤーレ 2 何分の制片 (3mm 角〉をおのおののはちの床面に散布して

接種したのその上に， 800 倍ウスプルン液に 4 r時日iJ ì交漬して日j:t与したアカマツ種子(秋 DJ !Jil jlめを 1 はち

あたり 500 栓ずつまき付けたつなお対照として無接種区を設け，阿区とも 4 個ずつのはちをmいたム

約 15 日後に発1ヂが開始し， 7 月中旬まで観察を続けたが，まったく発病が認められなカ hった。ぞの後

Rhizoclonia solani による立枯病の自然発生により z試験を中止した。

Table 1. tJ~ r式首除

Isolates of the fungus tested 

No. :寄主
.: Host 

1 I カラマツ
Japanese larch 

2| カラマヅ
Do. 

3 アカマヅ
Japanese red pine 

~ I スギ
|“Sugi" 

5ネ Jf イズ?
Soy bean 

i 採 集 地 1 分離月日
Locality i Date of isolation 

青森県・蟹 111
Kanita , Aomori I/lX '55 

秋川 JJ;~ ・高出ii 3/1X '55 
Takase , Akita v/ 

秋IlJ iffl<・本荘
Honjò , Akita 11日 11 '55 

兵賠県林業試験場 I 12/x '56 
Hyògo , For. Exp. Sta. I ，~/ 

千葉県農業試験場 23/V '57 
Chiba , Agri. Exp. Sta. I ~V/ 

* 西原夏樹氏が Charcoal rot (病院( Sclerotiu刑 balalicoZa) と同定した襟本か

b佐Ji.主が分;~住

十 Isolated from the soy bean affected by charcoal rot caused by 

Scleroliu悦 balaticola collected by N. NISHIHARA. 

(2) アカマヅ百にたいする擬歯科;験 (JT)

(1)の試験は低温時期に行ったために失敗したものと考えられたので，さらにこの試験を行ったコ

20 c例経の素焼はちをmい( 1 )の試験に準じて土壌消毒を行った。 1957 年 5 月 24 日に 600 倍ウス

フ。ルシ液に 4 時間浸して消毒したアカマツ種子(長野県産)をまきつけて I はちあたり 80 本ずつ成立さ

せた。

8 月 3 目にいたり， あらかじめジャガイモせんじゅう培養基に 30 èC で 4 日間培養してーおいた菌そう

(Table 1 のおのおのの菌株〉の 9cm シャーレ 3 個分の (3 例制角細片〉を床面士壌に散布し， その上

に， うすく殺菌土を被覆して接種した。

8 月中旬から首は立枯症状を呈して枯死しはじめたの病苗の地ぎわ部と恨部の皮をはいで調べると，一

部のものには菌核が形成していたが，その形成が認められないものが多かった。それで、，これからBU"< に

病原菌の再分離を行ったところ，いずれのものからも接種した菌株と同ーの菌が分離された。
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9 月 2 日までの結果は Table 2 に示すとおりである なお式験期間中の気象条件は，試験実施箇所か

ら約 1.5k仰の位置にある秋111地方気象台の飢nlUfl直により Fig. 1 にしめしたO

Japanese r巴d pine seedIings 

Table 2. 各菌株のアカマツ苗に対する接種試験結果

Results of the inoculation experiments with the isolates of the fungus to 

m
y山
一

本
吋
一

n
一

1
2
3

病
f
一
O

一

E

一

σ
b

一

a

一

打
ノ

n
一
E

一

巴
一
P

一

g
一
糾
一

H
-
a

一
3
5
8

引

-
F
R
M

一

間

T
一

J
U
I
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
 

ヨ
)
一

A
U
杢

凶
一
川
同
一
幻
げ
お

J山
←
ぇ
一

唱
一
川
一

!
I
l
l
i
-
­

叫
一
本
一

尚
一
川
一
0
6

店

数
一
つ
ム
一

本
一
軒
一

病
一
皿L一M
m

ぬ

菌株
IsoIate 

No. 

No. 2 

No. 3 

No. '1 

No. 5 

Check 

只
J
U
Q
υ

ハ
U

l
 

5 ・ 25 

11 22 

0 。

mml 

JulJ31 1 04  

Fig. 1 接種期間中の気温と降水量
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この品リ初、ら，菌株聞に病原性の強弱

の差が認められ， No.3 の菌株はもっと

も強く現われた

(3) アカマツ首にたいする接種

試験 (m)

土J;ji~恒温槽H"~の 20 cm 径のlUi鉛製

のポヅトに， !1~土をつめてクローノレピク

リンで士擦消毒を行っておいた 1958年

5 月 1 日に 600 f%ウスプノレン液て作j毒し

たアカマツ 2 年生前を]個当り 10 本ず

つ舶えつけた 7 月 7 日に 3 個のポ Y ト

門 In

には Table 1 の No.5 の菌株の菌そうを (2) の式験に準じて接種した なお残りの 1 個は無接種区と

した。 7 月 10 日におのおののポットを士l友恒温槽にとりつけ』て 30 C の地温lこ保ち，できるかぎり土壌

は乾燥状rrrHこしたl その後 1 j)，'.jJ:目前後して発病するものが現われ，患部には菌核の形成が認められた 8 

月 3 日までの結果は Table 3 に示すとおり，かなりはげしい病原性を現わした

Table 3. アカマツ苗に対する接種試験結果

Result of the inoculation experiment with the fungus to Japanese red pine stocks 

区名
り病本数 Number of infected seedIing 

り病率(%)
l川 !26/四 I 30/vll I 6/四 IT見1 I Percentage 0f 凶向d seedIing Plot 

接種 Inoculated

Check 

(4) スギ苗にたいする接種試験

9cm 径の腰高シャーレに埴壌土をつめて高圧蒸気殺菌を行った 1956 年 6 月 18 日にスギ 1 年生苗を
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600 情ウスプルンで消完了して， 1 (間当り 8 本ずつ植えた 6 月 27 日にあらかじめジャガイモせんじゅう

培養基に 30'.C で 4 日間培養した Table 1 の No. 1 の菌株の菌そうの細片の 9 c削シャーレ 1/2 分を

おのおのの Pot ;こ (2) の t試験に准じて接種した。 そして接種区，無接種区ともに 15 個ずつ設けた。

これらを 30.C に調節した採光恒温器に収め， 7 月 13 日までの発病を調べた結果は，供試本数 120 本

中 75 木 (62%) の発病が認められ，多くの首木に菌伎の形成が認められた。

(5) ダ、イズとアズキにたいする接種試験

すでに (2) の式験においてダイズから分離した菌株もアカマツ市に病原性を現わしたので，針葉樹から

分離した菌株のダイズとアスーキにたいする病原性をたし虫、めるためにつぎの試験を行った「

20 cm 径の素焼ばちに民士をつめて，あらかじめ 50 伯ーホルマリン液で土娘消毒をしておいた、 1957 年

6 月 20 日に市販のダイズ(アキタダイズ)とアスーキの種子をまきつけて， 1 間あたりそれぞれ 5 4:ずつ

成立せしめた

7 月 23 日にあらかじめジャガイモせんじゅう寒実培養基に 30ιC で 4 日間培養しておいた Table 1 の

おのおのの菌株の菌そうをIlh 、て (2)の試験に準じて接種を行い，できる泊、ぎり土撲を乾燥状態に保った。

なお，おのおのの菌株ごとに 3 個ずつのはちを用い，ほかに 3 伺の無接種区を設けた

8 月中旬ころから発病して以射してくるものが現われた。 9 月 2 日までの結果は Table 4 のとおりで

あるのなお病苗の忠nl5には菌肢が形成したが，さらに病原菌を再分離してたしかめた なお試験期間中の

気象条件は Fig. 1 に示した{

Table 4. ダイズとアズキに対する各菌除の接種試験結果

Results of the inoculation experiments with the isolates of the fungus 

to soybean and azuki-bean seedlings 

、-------理目， Isolate No. 1 

調査月日 供試制lî物 一一一一!一一 l 
Date of Plant S A i 

observation tested 

21/¥1ll 

2/1:¥ 。 2 

計‘ 3 

4 

。 2 2 

3 6 2 

Fjて Note: S ・・・・ダイズ Soybean A ・・・・アズプキ Azuki-bean

8 

2 

10 

2 ! 4 ! 2 ! 0 

2 I 6 I 0 

8 I 0 

4112式品Ú~防本数各 15 本;ずつ Number of plants tested wer巴 15 ， respectively. 

この結果から， l 、ずれの菌株も病原慌を現わしたが，菌株間に強弱の差があるようである

(6) サヅマイモにたいする接種試験

。

。

。

供試したサツマイモは市販の農林 1 号で，ウスプルンの 600 倍液に 2 時間漬したのち，殺菌水に 1 時間

つけてよく洗浄した二

つぎに中央部の接種部分は 80 %アルコールて?百毒し，さらに殺菌水て、よく洗浄したっ

有傷接種区では， 6 刑制角に皮音1Iを切りぬき，あらかじめジャガイモせんじゅう寒天培養基に 30C C で

2 日間培養しておいた 5 問削角の菌そうの切片を取って皮下に接種し，前にぬきとった皮部はその上には

めこんだ。この接種部分は殺菌水を含んだ殺菌脱脂綿でおおい，さらに泊紙で、包んで糸でしばったc

無傷接種区では，傷付を行わず直接表皮に接種したほかは有傷接種区に準じたc
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そして，有傷，無傷区ともに無接種区を設けた なお供試菌株は Tabl巴 1 の No. 1, No. 4, No. 5 

とし，各区ごとに 5 伺ずつのイモを用い， 15 cmX15 cm の腰高シャーレに入れて， 1958 年 2 月 24 日か

ら， 14 日間 280 C の恒温擦に収めて発病状態を調べた その結果は Table 5 に示すように，おのおの

の菌株とも有傷区にだけ発病し，黒かっ色の病はんを形成し，患部には菌伎が形成した (Plate 1I. 3)。

Table 5. サツマイモに対する接種式験結果

Results of the inoculation experiments with the isolates of the 

fungus to sweet potatos 

Isolate 有傷|無傷 Check
Injured Uninjured 

株 病はんの 11: Diameter of lesion (問問〕
E奇

No. I 

No. 4 

No. 5 

9

0

6
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，~ 病原菌の生理的性質

1. 各種寒天培養基上における発育

まず代表的なジャガイモせんじゅう寒天培l"n去における発育について述べるとつぎのとおりである〉

菌そうの発育は早いが， はじめは気中菌糸の発注は不良で， 菌そうはうすく， 白~白f立~l々かっ色

(White~Pale Olive-Buぽ)を呈する

のちしだいに菌そうが密になってくるパ 25~300C では 2~3 日たつと菌そうの中心日目付近が緑黒色

(Dark Green-Blue Gray~Green-Blue Slate) に変ってきて，この{m分から尽色炭素状の小粒状の菌

Table 6. 各種寒天培養基上における菌そうの発育 (28 C, 72 時間〉

MyceIial growth of the fungus on various agar medias (after 72 hours , at 25 C) 

地ー 主主 ~j~ Agar media 
菌 伺; Isolate 

No. I (mm)' No. 5 Cmm) 

79 67 

71 71 

37 43 

51 49 

56 50 

56 49 

ジャガイモタ事実判 Potato agar 

斎藤氏しょうゆ寒天判 Saito's soy agar 

スギ、業せんじゅう制 ‘ 'Sugi" decoction agar 

りチヤーズ氏寒天判 Richards' so1. agar 

ツアペヅグ氏寒天水5 Czap巴 ck's so1. agar 

ワ Y グスマン氏寒天制 Waksman's so1. agar 

注 Note: *1. 蒸留水 1l ， ジャガイモ 200g ， プドウ糖 20g， 寒ヲミ 20g
*2. グ 850 cc ， タマネギ、せんじゅう 100 cc ， しよう泊 50 cc, シヨ糖 50

g ， 寒天 20g

*3. 蒸留水 11 ， スギ針葉 20g ， プドウ糖 20g ， 寒天 20g
*4. // KN03 10g, KH2PO会 5g ， MgS04 ・ 7H雪o 25g , FeClョ

痕跡， ïi芸糖 50g ， 寒天 20g
*5. 蒸留水 1l ， MgS04 ・ 7H20 0.5g , K2HP04 19 , KCl 0.5g , NaNO, 

2g , FeS04 O.Olg，薦糖 30g ， 寒ヲミ 20g

*6. 蒸留水 1/ ， ペプトシ 5g， KH2PO, 19, MgS04 ・ 7H20 0.05g ， プド
ウ糖 10g， 寒天 20g
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伎が無数に形成するバそして 4~6 日たつとシャーレ ~In、に菌そうがひろがり， 全面に菌ー伎が形成す

るリ菌伎は培養基の表面に現われるだけでなく基中にも多く形成する (Plate lf[. 2)。

次に各種祭実培養基における発育についての試験を述べる

各糧~)é天培養基上における発育

供市\1百株は Table 1 の No. 1 と No.5 とし，培養基は Table 6 にあげたものを用いた

それぞれの培養基を 9c削シヤ レに注いで扇平培養なーとなし，その中央(;11に新鮮な菌そうの光端の部

分からとった 3 抑制角のイノキユラムを接種し， 28 C で培養して 72 時間後の商そろの発育状態を測定

し，おのおのの区ごと 5 (，悶の平均値を Table 6 にあげた

主た 7 日目の菌そうの特徴をあげると Table 7 のとおりである ο

Table 7. 各種寒ちで培養基上における菌そうの特徴

Cultural characteristics of the fungus on various agar medias (7 days , at 28 こ C)

菌株 No.1 N0・ 5

l 気中菌糸|菌恨の形成|菌そうの色|気中菌主 i 聞か形成|菌そうの色\、菌そうの特徴|の発育 I ~r:%V_.J)t;:/iJX.J t1-::j-c..} V-'C I の発育 I t'.f';l r~V_')!;/J1X. ! 
!Degree ofl Degr巴e of! Color of IDegree ofi Degree of 1 Color of 

培養基 I mycelial I sclerotial I mycelial I mycelial I sclerotial I mycelial 
Agar media _! growth 1 production 1 colony I growth ! production 1 colony 

ジャガイモ寒天 ! 叩 | 附 I~~!:_ ~!~:~J 叩 ! 時 IDark Green司
Potato agar 1111 1111Green Black"" "" !Blue Slate 

ミ152hullま|附!時 I~出r-1 制|桝 I~世 22n-
スギ業せんじゅう 1 Cinnamon-! !Light plum-

HSugi" decoction agar 1 ,- 1 Drab ，-下 !bago Gray 

A252S5tふ(十 +121A?ら|+i+lGtfrIUE 
ツアペヅク氏フ堅実 " 

十|十// +件Czapeck's sol. agar ,.,. ,. 
w;ぷぶ証主主r ! 冊 | 榊 lati! 俳 ! 桝 lrJ52Z 
この結果から，発育のよいものは，ジャガイモせんじゅう空事実と斎蝶氏しよう油汚突で，ついで WAKS-

MAN より主夫である そしてスギ葉せんじゅう寒ヲミ， RIC IlARDS 氏フ堅実と CZAPECK 氏フ事実では代良であ

るム菌十五の形成もこれとはぽ同じような傾向を示す (Plate J1f. 3) 勺

2. 菌そうの発育と温度との関係

供i[Jベ菌株l土 Table 1 の No. 1 と No. 4 , No. 5 とし， ジャガイモせんじゅうす事天土庁長却をI!ìいて，

I の試験に準じてイノキユラムを接種し，それぞれの温度で::lli.ìltした 48 時間後の調布結果は Table

8 のとおりであり，また 7 日後の菌恨の形成状態を示したものが Table 9 である=

Tabl巴 8. 菌そうの発育と温度との関係 (48 時間後〕

E妊ect of temperatures on mycelial growth of the fungus (after 48 hours) 

菌株
Isolate 

菌そう直径 Diameter of mycelial colony (抑制〉

温度 Temperature caC� 

510  15 I 20 25 30 3538  

No・ 1 i - + 18 17 I 41 51 57 20 

No・ 4 I - + 20 27 I 55 58 77 57 

No. 5 I + 212 5 3 4  49 59 52 
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Table 9. 菌伎の形成と温度との関係 (7 日後)

Effect of temperatures on sc1erotia production of the fungus (after 7 days) 

菌絞の形成程度 D巴gree of sc1erotia production 

温度 Temperature (OC) 

5 

i l ilili| 
この結果から，菌株間にわずかに発育の遅速の差がみとめられるが，いずれも， 10uC 付近から発育し，

i必温は 35υC 付近にあ:)， 38 c'C でも治たりよく発育する。菌伎の形成についてもほぼ同じような傾向を

示している (Plate 川. 4) 

3. 菌糸の発育と関係湿度との関係

fjUUfi株は Table 1 の No.5 とし，比般のために制度の要求度の高い Corticium solani を用L 、た l

この菌株は秋IHlr;(下の境苗畑のドイヅトウヒ ïJJにはげしくクモの巣病をおこしていたものから 1958 年 7

月 3 日に分離したものである、

これらの菌をジャガイモ寒天培養基に 25 ÜC で 2 日 IliJ権益した菌そうの先端の新鮮な部分から，できる

かぎり哨護基を含まない 1 抑制角の菌そうをとった。 これを殺菌しておいたスライドガラスの中央部に

のせて 1 白金耳分のÆ!~菌水でしめらした。これを各種の山知の過飽和溶液によって所定の関係淑皮に調

節した 15 c刑径のデシケータ内に収め， 22-25 0C の室内において 20 時間培養し，低倍率の顕微鏡によ

りさクロメータをf目 L 、て菌糸のやl'びを測定し，各区 5 枚の平均似を Table 10 に示した

Table 10. IJ(~係淑l.ltと菌糸の発育との IY;J係

E妊'ect of relative humidities on mycelial growth of the fungus 

and Corticium solani 

l 菌名山S
Scleγotium (μ)1 C. sola抗 i (μ 〕

644 2 ,993 

1 ,435 

521 

土

84 KBr 

この結果が示すとおり ， Scleroti叫問菌では 100 %区よりも 98 %区のほうが発育がよく， 94 %区で

も発育する。これに反して Coγticium solani では 100 %区においてしか発育しない3

4 菌そうの発育と水素イオン濃度との関係

供試菌防士 Table 1 の No. 1 主し，ジャガイモせんじゅう寒天培養基に HCl と NaOH の規定液

を加えて所定 pH に調整し径 9cm シャーレの馬平培養基の中央部に 3m間角のイノキユラムを接種

し， 28'C で培養したで 48 時間後のおのおのの区 5 個ずつの測定値の平均値と 6 日後の菌核の形成状態を

Table 11 に示したっ
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Table 11. 菌そうの発育および菌伐の形成と水素イオン濃度ーとの関係 (28 C 48時11JJ後)

E任'ect of H-ion concentrations on mycelial growth and sclerotial production 

。f the fungus (after 48 hours , at 28 C) 

菌そう l在任 | 菌伎の形成
Diameter of mycelial colony (mm)1 Degree of sclerotial production 

(佐!抜・庄司)針葉!l'ij前の微位菌核病

+ 
十
十十十

廿十
時
十十十
tII十
4十

一
+
日
目
ω

制
回
口
団
山
山
汐
リ
円
+

pH 

0.4 
2.0 
3.4 
1.0 
4.6 

5.4 
5.8 
6.4 
6.8 
7.8 

8.4 
9.4 
10.2 

6.4 3.4~7.8 ではいちじるしい差がなく，この結果からみると， pH 2.0~10.2 の範悶で発育するが，

付近がもっとも泊しているようであるハ菌伎の形成も菌そうの発育と iまぽ一致する (Plate IV. 1) 

病原菌の形態および分類咽
H
H
a

1
 

態丹2

太さ 3~10 1" ， 寄主に形成した菌伎は 80~菌糸は，1!正色~淡H!た色を~~し，昨，4H莫を有し，来粒にとむ。

日.の 1 の試験の各種培益基に形成した菌恨の測定mïは炭黒色を起するハ120μ あり，球形~同球形，

Table 12. 各種培養基上に形成された菌伎の大きさ

Dimension of sc1erotia of the fungus formed on various agar-medias 

(at 28CC , after 7 days) 

菌作!( No. 1 No. 5 Isolate 

地益五 匀i靖 IIlj 平 均| 範 IJIj平均
Agar media Range (μ)' Average (，μ)1 Range (μ)1 A verage(fL) 

ジャガイモ寒天 I 46~132X46~140: 78X81 1 47~155X54~202 1 85XI01 Potato agar -IV - l VL.'.... --rv - l-rv I V'''' V 1 1 |  

斎藤氏しよう泊寒天 I 58~155X58~179 1 91X98 I 54~155X54~225 I 121XI26 Saito'ssoyagar VV-IVV"'-'V  1/7  I 71n 7V  I V""":[-lV"';"¥ .. )"-r-L..L..V 

“ヰぷ花去二は ;gar 39~70ﾗ3~1091 似64 I 43~124X43~124 I 89X90 

品LJJ55t三rI62~117×臼~171 1∞ X 108 1 62~186X臼~218 I 137 X 163 

yアベック氏寒天 I 62~132X位~171 I 79X 1∞ I 43~出×必~194 I 104X 1おCzapek's so1. agar v~ .v~" V~ '"--rv - .LVV" "TV - 1.-'"""1' I 

ワックスマン氏寒天 39~93X39~117 I 67X93 I 39~124X39~194 I vVaksman's so1. agar V/  - /V'... V/  -.L 11  Vl  " 7'-' V/  - lL..""T'" V/  1./" 

Table 12 i~あげたコ柄子殻は寄主;こも培養基上にも形成をみとめなかった。

90X 105 

Table 12 に示すように，培養基の種績によって大きさに変異がみとめられる

類分2. 

すでに述べた病徴および様徴，病原性，病原菌の生理的性質，形態についての実験において，針葉樹か

とはら分離した菌株主千葉県農試から分譲をうけたダイズから分離した Sclerotium bataticola TAUB. 
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ほとんど一致しており，同種とみとめることができる。

そして TA UBENI-lA USE口)が氾載したサツマイモの Black rot の病原 Sclerotiu制 bataticola TAUB. 

に一致する。 またこの菌の異名とされている Rhizoctonia bataticola (T  A UB.) BUTL. についての

KENDRICK l 5), TOMPKINS. G ARDNER'" らの報告とほとんど一致しているコ そしてジャガイモせんじゅう

寒天;培養基に形成された菌伎の大きさについても KENDRICK ' 5)の Field bean の菌性の 75.4 1-'および

TOMPKINS. GARDNER35)のピートの菌株の73.8-87.2μ，マメのものの 75.4-109.7μ，イチゴの 110.1μ ，

ワタの 71.9μ などに近く， HAIGH" の C group に属する。ただしブサアカシアの菌の菌肢は 300μ あ

り A group にkd，するけ

この菌には柄子殺を形成しやすい系統と形成されない系統があり，いろいろの異名があるうすなわち，

MAUBLANC'll は Bean の Stem blight (root rot, charcoal rot , MacroPho削a rot) の病原菌として

MacroPhoma phaseoli MAUBL. を司被した、この菌はその後いろいろに命名されたっ TA UBENHA USE'" 

はサツマイモの県色腐敗病 (Black rot) の病原として SclerotiUl刊 bataticola T A UB・を記載したc

DAVIS" J, SEMENUIK311 , NORTON ・ FRANK'<J， NORTON'5), HENRY" , FUL TON • W ADDLEペ伊藤12) らは

この学名をfHいている。また MACKIE1O)， KENDRICK l 5), TOMPKINS. GAHDNER"J らは Rhizocfonia

bataficola (TAUB.) BUTL. を採用している。

ASHBy 11 は Macropho肌a phaseoli について，各地から集めた試料により，形態，培養上の比較研究

の結果，すべて Rhizoctonia bataticola と同一のものであるとの結論Iこ述し ， Macropho仰ina ρhaseoli

ASIIBY の新名を付したコそして沢 111 の Macroρhoma corchori SAWADA川 ， M. sesami SA  W ADA川も

その異名とされた。 HAIGH九 LUTTREL !S J らも i附子殻を形成する Strain を認め， Macroρhomina pha. 

seoli (MAUBL.) ASHB Y を用いている c 最近はこの学名を採fI1しているものが多い:

西門. ~;脇田}はササゲの立枯をおこす Macroρho間ina 戸haseoli の菌伎を形成しない柄子殻型のもの

を報告し ， Macroρhomina phaseoli (MAUBL.) ASHBY は集合種で多僚の性状を有するものが存ずるも

のと考えられると述べている O 日野"は南九州、lの貯蔵サツマイモに発生する粉状乾腐病の病原にこの学名

をあてている。

HAIGH" , HOPKINS ll】は R. bataticola に含まれているすべての菌骸型のものに， MacroPhomina 

phaseoli (MAUB.) ASHBY の名称を適用するのは危険であることを述べているコ著者らの菌はし、ずれの

菌株とも菌肢がきわめて形成しやすく，柄子授の形成がみとめられない系統なので Sclel'otiu削 bafaticola

TAUB. を採用することとする。

凋 発病と環境との関係

1. 地温とカラマツとインゲンマメ苗の発病との関係

KENDRICK l5Jはマメ類苗の Stem blight は日中の平均地温が 1 インチ深さで 35'C から 45 ごC ではよ

く発病し， 23.3 0 C から 27.8 0C では発生しないと報告している。また TOMPKINS ・ GAHDNER相;こよれ

ばマメ類の苗は 31， 34, 37'C の高温士擦において高率におかされ， 20-40 cC で多量のり病がおこって

いる。

すでに述べたように，著者らの気温の低い時期の接種試験結果は陰性におわり，夏季に行った場合と，

地温や気温を 30 0C に調節した場合には，かなりはげしい病原陛を現わした。さらにこれらの関係を明ら
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かにするために，つぎの試験を行ったご

士挑 11]温1曹に付属する 20 cm 径のポットおよび 5 万分の l ワグネルポヅトに嬢土をつめ，あらかじめ

50 倍のホルマリシ液で消志しておいたご 1957 年 6 月 1 目にカラマツの 1 年生前を 600 f苛ウスプルシ液で

消毒して 1 ポヅトあたり 10 本ずつ値えつけた。それにウスプルン液で消毒した市販のイ〆グν の種子

を 10 粒ずつまきつけて， 7 木ずつ成立せしめた。

6 月 18 日にあらかじめ 30 0C でジャガイモ寒天培養基に 5 日間培養しておいた Table 1 の No.1 の菌

株の菌そうの 9cm シャーレの1. 5 個分の細片 (3mm 角)を， おのおののポットの地図に散布し， そ

の上をうすく殺菌士て、おおって接種した 6 月 27 日から土j笈恒温槽にとりつけて，地温を 30 コC に保っ

た【そしてワグネルポットのものは戸外においた。なお 300C 区では接種区は 3 伺のポットとし ， JW、接種

区を 1 (f司とし，野外区ではおのおの 4 個ずっとしたっ

試験期間中における 9 時と 14 n寺の野外区の地湿の測定結果は Fig. 2 に示した。

30 0 C 区では 7 月 6 日から発病がみとめられた。 7 月 13 日までの結果を Table 13 にあげた。

Table 13. カラマヅとインゲンマメ-$の発病におよ liす地温の影轡

Effect of soil temperatur巴s on the infection by the fungus to Japanese larch 

and kidney bean seedlings 

区 名(供試桁[物|り病本竿 -?mberof i竺ected seedl叫 計
日ot I Pl制 spech本)1 6/¥1l I 川 I 10川 13/\1l lTべ木〕

一一一一十 一一一一一一一一一一一一「一一一一一ー
l カラ~ ':y 

地温 30'C Japanese larch 1 3 6 15 25 

30ﾚC (Soil temp.) ! イシゲシマメ
Kidney bean 1 7 3 0 11 

野外 !Jpa二sふrふ o 0 0 0 0 

Field インゲンマメ ^ 
Kid~e; b~an i 0 0 0 0 。

この結果から地温 30 GC 区ではよく発病したが，戸外区では

まったく発病しない (Plate 11. 1) 。

2. 土壌水分とカラマツ苗の発病との関係

SEMENIUK'川はデントコーンWîの Charcoal rot の被Jさは，

土擦が乾燥して干害の状態においてひどくおかされると報合し

ている。また NORTON ・ FRANK叫はアメリカの Texas では

いろいろの殺培舶物が高温乾燥期におかされると称している八

また FANG . YUEN" らは中国ではイチョウ苗の Stem rot は

高温乾燥坊に発生が多く，苗床の日覆や被震はこの防除に有効

だと報告L ているつ著者らの観祭でも針葉位J首の被害は多雨の

年には少なかったので，つぎの試験を行ったっ

3C 
1.)_(ocIOCk) 

25 

~γUocl叫)
C 

28 
Jllne 

5 
jllly 

!の

Fig.2 試験期間中の地温
Soil temperature during the 

experiment 

20 cm 径の素焼liちに原野のクロボクをつめて，あらかじめ 50 倍のホルマリン液で消毒しておいたc

1958 年 5 月 6 日にカラマツ 1 年生首を 600 倍ウスフ。ルシ液で消毒して， 1 はちあたり 10 本ずつ植えつ

けた。 7 月 14 自にあらかじめジャガイモ寒天培養基に 30 0C で 4 日間培養しておいた Table 1 の No.

5 の菌僚の菌そうの細片を 1 はちあたりシャーレ 2 個分ずつ苗木の根元に 1 c間深さに埋めて接種したc
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そして以上のはちを 1 処理 4 伺ずつつぎのように処理した、

乾燥区・・・白木が外見上衰弱しないかぎり，かん水せず士爆の乾燥をはかる。

巡潤区・・・・土撲が乾燥した場合はずい時かん水して適j問に保つ。

過湿区・・・はち底を水深 3.5 cm のトタン製の水槽につける、

8 月 6 日にいたり，発病が認められた

8 月初日までの結果を Table 14 にあげたっ

なお試験期間中における気象条{牛は秋日l地方気象台の観測値により Fig. 3 ìこ示した c

Table 14. 士泉水分とカラマヅ市の微粒菌「虫病発生との関係

Effect of water contents of soil on the occurrence of the disease of 

Japanese larch seedlings 

処 理 | り病木数 Numbe訂r 0ぱf 仙ct巴吋d s問e白叫巴
Tr削 1-←一-一I 一一 「 一 I 一一一.. 1 

! 岨 15/VI刊川11 1 2辺2/\1川f引叩lHl ! 3ω0/ 羽刊川II l T ;t ad l l se e d l i n g f 灼

乾燥区|ハ|っっ-，
Dry V IυV Iυ 

逃Mo札te 区 1 I 0 I 0 I 0 1 1 I 3 

泊淑区 o 0 0 00  。Wet V V V V V 

η"" 

門皿

門in

A203l 
"!) 

Fig. 3 試験期間中の気温と降水量

Temperature and precipitation during the 

experiment 

この結果から，乾燥区ではもっとも発病

が多く， J_盛j同区ではごく少なし j品川区で

はまったく発生しない。しかし過im~区では

決険の終期には針葉が紫赤色イヒして生育が

不良となった色

3. 土壌酸度とカラマツ苗の発病

との関係

沢 111'" は台湾においてツ十ソのごの病原

強CMacγopho相a coγ choγi二 S.bataticolα)

による立枯病の防除には，土Jji~に木氏を多

「目すれば有効だと述べているわまた千葉県民業試験場病皆虫{iJI 究室宮)の試験によると，ダイスーのCharcoal

rot は， 3:~素石灰区 (pH 7.2) にはまったく発生しなカ aった?ゆえに著者らはつぎの試験を i子ったー

原野のクロボクを 20 c刑 ttの素焼ばちにつめて，あら泊るじめホルマリンの 50 ff，'液で ìì'í市しておいた、

1958 年 5 月 6 自にこれらのはちの士壊にたいして，おのおのの慌につき 4 個ずつつぎの処理を行ったっ

A. HCl 40 cc の水 (H，O) 1,000 cc i作液を施m

B. ノノ 30 cc の水(匹0) 1,000 cc ;谷液を施用

C. Control 

D. 7肖石灰 (Slaked lime) 50 g を縮用

E. // 100 g // 

これらのおのおのの区にたいして， 5 月 20 自にカラマヅ 1 年生首を 600 f吉ウスプルン液で消毒して l

J土ちあたり 10 本ずつ槌えつけた。
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その後とくに HCl 施用区に枯損するものが多く，者lì舶を行ったがやはり枯れた。 7 月 14 日にめらかじ

めジャガイモ寒天培養基に 30'C で 5 日間培養しておいた Table 1 の No.5 の菌株の菌そうを 2 の試験

に准じて援揮した。なお土J1~の pH は病原菌の接種目と試験終了日の 8 月 27 日現在のものを測定した

発病は 7 月 28 日からみとめられた 8 月 2'( 日までの結果は Table 15 のとおりである。

Table 15. 士嬢険度とカラマヅ市の微粒菌骸病発生との|苅係

Eff，巴 ct of H-ion concentrations of soil on the occurrence of the disease 

of Japanese larch seedlings 

28/VII 

13/日u

27 j'~1l 

計 Total

り病本数 Number of infected seedling 

!pH( 函 I pH 同 pH
, 3.8~4.2 ' 3.8~4.2 I 4.4~4.4 ' 8.0~7.8 I 8.2~7.8 

(本) 1 0 0 I 1 0 。
// 0 3 0 1) 1) 

//, 2 4 6 0 0 

調丙月白
Date of observation 

2 7 7 。 。

NJtberof Adling 品ed(本) i 12 33 36 37 26 

り病* (%)1 ,-, ..." , n ,, 1 17 21 19 0 0 Perc巴ntage of infected seedling , , L'  , 7 V 

この結果力、ら， Control と HCl 施用区では同程度の発病がみとめられ，石灰施f月区では発生しない、

1'( ZENTMYER 氏法による各種殺菌剤の効果の検定

近年士Jl~菌にたし、する殺菌剤の効果の検定には， ZENTMYER3S ) の Drench 法あるいはその変汝を用い

て行った試験結果が報合され，従米の方法lこ比絞しでかなりすぐれた方法であることがi沼められているの

で，つぎの試験を行った。

この試験は寺下・陣野:l.l) の方法とほぼ同じであり， ZENTMYER恥のft]I，、た 20 nlJn í壬 85 例制深さの

ガラス管の底の中央にf壬 3 刑制，長さ 5 JnJn の排水孔を設け， この iill分と上郎の口にはがílせんを施した、

Table 16. ZENTMYER 氏法による各種殺菌剤の検定結果

E妊éct of various fungicides on mycelial development of the fungus 

tested by ZENTMYER'S method 

菌の発守
供試薬剤 Fungicid巴 tEsted dncen回tEn :Dev向山tof

mycellum 

+ Check 

ホルマリン Formalin 50 f苦 Time 

ウスプルン Uspulun 500 // // 

ノレベロン Ruberon 500 グ // 

ルペロン乳剤 Ruberon emulsifiable concentrate 800 // // 

リオゲン Riogen 500 // 

木 酢 液 pyroligneous acid 原液 Undiluted

氷 酢 酸 Glacial acetic acid 100 倍 Time 

硫 酸 Sulfuric acid 150 // 

ペーパム Vapum 90 // ケ

+
+
+
+
 

+ 

注: +..生存ー.死滅 Note: +ー.The inoculum died , -. • The inoculum existed. 



- 64- 林業試験場研究事fH号第 111 号

そして供試土l泉は風乾;伏態の殺菌土を用い，まず Tab!e 1 の No.l の菌傑のジャガイモせんじゅう寒

天培養基に 30 0C で 3 日間培養した菌そう(菌伎を形成〕を lcm 径の円形にきりぬいて，これを管ピン

の底と上部の士腐の表面からそれそ';/1， 2.5 c刑の位置の中央郎においたc

つぎに Tab!e 16 の各種薬剤jの溶液を 5 cc ずつかん注し，管ピン立に立てて 25"C の恒湿器に 24 時

間収めたしこれから菌そうをとりだして，殺菌7]\で、洗浄して，ジャガイモせんじゅう寒天培養基上にのせ

て 25 C で培養して菌糸の発育の有無によって生死をたしかめた。

この結果は Tab!e 16 に示した。

この結果から，ホルマリン，木酢液，酢酸，ペーパムなどがすぐれ，水銀予測は不良である (P!ate 1,. 
2) , 

X 論議および結論

]. イサ 11'勺土ヒノキ苗の裾腐病の病原菌として Pho削a hasegawae OGAWA を記載し，またカラマヅ

首の裾腐病の病院{菌を， Pho問。ρsis 抑制dotsugae WILSON と同定した。その後 Ph. pseudotsugae は

色井町，小林tG) によって Ph. occulta TRA VERSO CDiaβorthe coηoru削 (DESM.) NIESSL. J に訂正され

た。著者らは，小川の記載した病徴および標微を呈するカラマ0/，スギ，マ~g;rI， ヒノキなどの針葉樹だ

けでなく， 2, 3 の広葉樹首をも各地の古畑や海岸林から採集したコ これらの患部に形成する小泉色粒状

のものの検鈍，およびこれらからの病原菌の分離を行ったところ，いずれの場合も Sclerotium 菌が検出

され ， Pho問。 hasegawae や Phomopsis occulta はみいだされなかった。 また危弁13)1ぺ小林16) は

Pho削opsis occulta はカラマヅやヒノキに胴枯病をおこすことを報告しているが，その病徴や擦徴は小川

の裾腐病の記載とは一致しないc 著者らもカラマヅの Pho附opsis occulta による被害首および Pho肌a

Sp. のスギ 11[の地ぎわや1良部に寄生したものを調べたが， 小)11の裾腐病の記載とは異なった。 しかし，

Pho加opsis occulta がカラマヅ苗の地ぎわや1fHSiSに寄生することがあることは事実であろう。著者らもス

ギの幼令木の地ぎわや恨部からこの菌を数例分離している。著者らは小)11叫の Phoma hasegawae がヒ

ノキ苗に， Phomopsis occulta がカラマ Y首に裾腐病をおこすことをまったく否定するものではない J し

かし，小) 11'" は病原菌の分離培養にはふれておらず，これらの病徴および標微を Sclerotiu問によるもの

と混同して記載した疑いがじゅうぶんにあり，従来裾腐病と体されてきたものは，ほとんどこの菌による

ものと考えられる。そして Phomoρsis occulta によるカラマヅ前の病害は屯井13) にしたがし、胴枯病とし

たほうが適切であろう。

しかしヒノキ菌の Pho例a hasegawae によるものはさしあたって， rJ.íl腐病として残しておくこととす

る。

2. 著者らの Sclerotium 菌ば比較検討の結果 Sclerotiu附 bataticola TAUB. と同定してよいもの主

考える。そして著者らの分離した菌株のジャガイモせんじゅう寒天培養基に形成した菌伎は大きさからみ

て HAIGH'" の C group に属し，いずれの菌保にも pycnidia! stage は見いだされないc

この病名は伊藤間の提案にしたがし、微粒菌核病と呼祢することとしたいc

3. S. bafaficola の菌そうは，ジャガイモせんじゅう寒実，斎j藤氏しよう泊寒天では発育がよしスギ葉

せんじゅう寒うで， RICHARDS , CZAPEK 氏寒天では不良で，菌核の形成もほぼ同じ傾向を示した。ジャガイ

モせんじゅう寒実培養基における発育が良好なことは KENDRICK'5Iや西門・宮脇田}らの報告と一致するつ
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4. ð奇拾うの発育P 土 35 こ C 付近が最適で， 10 C 付近が最低で， 38 C でもかなりよく発育するコこの

結果は千葉県農業試験場病虫研究室町の成績とほぼ一致し， また NORTON';' の最適温度と同じである。

そして閉門・宮脇'''' TOMPKINS.GARDNER加の最高，最低温度に近いが最適温度はわずかに高い、

5. 菌糸の発育は|見J係限度 100 %におけるよりも 98 %のほうがよく， 94 %でものび， Corticiu1n 

sol α ni に比してはるかに乾燥状態を好むJ これは NORTON2S ) のきわめて合水字、の低い土撰 (5 %)で発

育がよく，含水量が高くなると不良になるという報行に一致するコ

菌そうの発育l士 pH 6.4 付近が最適であり， 2.0~10.2 の範Ilfj で発育し， 4.6 fJ，ら 7.8 まではいちじ

るしい差がみとめられないc

6. SAREJANNr ・ CORTZAS'" はこの菌には 100 種以上の寄主を有すると報汗し，きわめて多種類の農

作物や樹木が含まれ，代表的な多犯性菌である。 SMALL32 , はネム，アカシア，カジキヅ類，チヤそのほ

かの木本植物の寄主もあげている。 DAvrs町はこの商を針葉間前の立枯病菌としてあげた HOFFMASTER' 

MCLAUGHLfN 'O，は Catalpa や Ceder の被官をあげ， また MAKr ・l-IENRy 20) ， HENRySJ はマツ類市の

jn腐病の病原としてあげている。 FANG ・ YUEN" らによれば巾 1"1においてイチョウや林木市に被得が多い

とし、う

著者らが 5~7 月にかけてアカマツ稚苗にたいして行った接種試験が陰性に終ったのは，伊藤l:!) の場合

と同じく地混が低くすぎたことによるものと考えられる。

椛夏に行った接種試験て、は，アカマツ首にたいして，ダイズから分離した菌除を含む 5 菌株ともに病原

性を現わした J またt{il温あるいは気温を 30'C に保った場合には，アカマヅ，スギ苗にたいしでかなりは

げしい病原f止を現わしたコさらにアズキおよびダ・イズにたいしてもいずれの菌係も病原性を現わした

またサツマイモにたいしては，表皮を傷つけた場合だけ病原性をしめしたう

著者らが明らかにした寄主樹木は 6 科 10 属 14 種r(iに達する。

7. 1957 1，ド 6 月 18 日から 7 月 13 日まで行った，地温 30 C と戸外におけるカラマツとインゲン。マ

メ苗にたいする接種試験では，高地湿の 30 ÒC 区においてだけ，はげしく病原性を現わし， KENDRICK 15 ) , 

TOMPK fN S ・ GARDNER'J5' らのマメ'ij'jの苛についての報告と一致したっ

8. カラマツ首ではi凶r~区で、はまったく発病せず，適j同区ではごくわずかで，乾燥区ではかなりおかき

れた。この結果は SEMENurK"' ， NORTON' FRANK"' , FANG' YUEN" らや著者らの観察紡果と一致して

おり， i服部1な土壌で発病が少ないのは NORTON'引の報告のようにこの菌が乾燥を好むほかに， KOVOOR17) 

の報i守しているように，古い菌糸はとくに士j裳水分の多い場合に間もなくパクテリヤにおかされることも

関係があろう n またこの病害が海岸砂防の幼令クロマヅ苗に時としてカなりの被告をおよぼすのは，砂地

の乾燥と高温が発病に好適な条件となるからであろうっ

9. カラマツ首のクロボクでの発病については，消石灰を士壌に施用して pH 7.8 以上にした区ではま

ったく発生せず， Cont (pH 4.4) と HCl を加えて pH 3.8~4.2 にした区では発病が多い。

しかし HCl を施用した区と Control とは差がないので，石灰の施用が防除に有効なものと考えられ

る(以上の結果は，千葉県農業試験場2，におけるダイズについての試験結果と一致している 3

10. ZENTMYER'" の Drench 法によってテストした結果，ホルマリン 50 倍液，木酢原液，氷酢酸90

倍液は殺菌効果がすぐれ，有機水銀剤ははるかにおとり，土壌に吸着され不活性化することを示し，寺下・

陳野34) の木酢液やウスプルンを用いた Fusarium oxporu例 ， Rhizocloηia solani, Rosellinia necatγix 
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についての実験結果と一致するつ

M 摘要

Phoma hasegawae と Phomopsis ρseudotsug仰を病原として報告されたヒノキとカラマツ苗の裾

腐病の病徴および標徴は， Scleγotiu制 bataticola による微粒菌伎病と混同してric~設したものと認められ

る。そして従来裾腐病として取り扱われてきたものは，ほとんど微粒菌{友病であったと考えられる。しか

もこの病告は高湿， 乾燥期に発生し， 本邦各地の百万ruや海岸l砂防林において各種の#\'f種Hこ被害が少なく

ない。

s. bataticola はジャガイモ寒天や斎泌氏しよう泊寒天で発育がよく， .l薗温は 35-C 付近にあり，乾燥

を好む。また pH は 6.4 付近がもっとも適する。この菌は高温においてだけ病原性を現わし，人工接種

によりスギ，アカマヅ， カラマツ，ダイズ， インゲン，サツマイモに病原性を確認したコそして現在まで

6 科， 10 局， 14 種の寄主樹木を明らかにした。

カラ ~'Y苗の被害は乾燥土擦で多く発生し ， J品llí~士!表ではまったくみとめられなかったコまたクロボク

にたいする石灰の施用はこの病害の発生をいちじるしく阻止した。

ZENTMYER 氏の Drench 法でi試験した結果，この菌の役滅に有効なものは，ホルマリン， イミ酢液，酢

酸，ペーパムなどで，有機水銀斉Ijは効果が少ない。
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図版説明

Explanation of plates 

Plate 1 

A. カラマツ市の微粒T省後病 Sclerotial root-rot of Japanese larch seec1ling callsec1 by 

Sclerotium bataticola. 

B. カラマツ 111のり病』組織に形成した無数の菌{主 Numerous sclerotia of the fungus c1巴velope c1

in the c1iseasec1 tissue of Japanese larch seec1ling. x 8 

C. クロマヴ1'17の微位商{亥病 Sclerotial root-rot of Japanese black pine seec1ling. 

D. クロマヅ市のり病組織に形成した原数のI割安 Numerous sclerotia of the fungus clevelopec1 

in the cliseasecl tissue of ]apanese black pine seec11ing. X 6 

Plate II 

1. 30 'C の士Jjt~t[:îì即曹におけるカラマ、Y とインゲンマメ日にたいする接種試験結果 Result of the 

inoculation experiment with the fungus to ]apanese larch anc1 kiclney bean seecllings 

which was carriec1 out on the soil thermostat kept at 30 C. 

1. 接種区 Inoculatec1 

Cont.無接種区

2. プサアカシア前の微粒菌{多病のり病市n.織 The c1iseasec1 tissue of sclerotial root-rot of 

Acacia dealbata seec11ing. x9 

3. サヅマイモのよれ色腐敗病 Black rot of sweet potato causec1 by the fungus. 

Plate III 

1. アカマツのり制組織に形成した菌般の!日日目 Microscopic section of the sclerotillill of S. 

bataticola produced in the cliseased tissue of ]apanese recl pine seec1ling. X 400 

2. ジャガイモせんじゅう寒ヲミ1汗1ft芯に形成した菌伎 Numerous sclerotia of the funglls cleve-

loped on potato agar mec1ia. X 1 

3. 各種~:疋培養基における菌そうの発育 Mycelial growth of the fungus on various agar 

media. 

A. ジャガイモせんじゅ j ;JI~一夫 Potato agar 

B. 斎藤氏しよう húフ予定 Saito's soy agar 

C. ワックスマン氏寒天 Waksman's so1. agar 

D. V アベック氏寒ヲミ Czapek's so1. agar 

E. リ千ヤーズ氏冬美 Richarc1s' so1. agar 

F. スギ葉せんじゅう寒天 “ Sugi" decoction agar 

4. 菌そうの発育と温度との関係 E妊ect of temp巴ratures on mycelial growth of the fungus. 

a , ::;oC; b , 10cC; c , 15'C; d , 20 C; e , 25'C; f , 30 コ C; g , 35 C; h , 38 C 

Plate IV 

1. 菌そうの発育と水素イオン濃度との関係 E佐ct of H司ion concentrations on mycelial growth 
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of the fungus. 

a , pH 0.4; b , pH 2.0; c , pH 3.4; d , pH 4.0; e , pH 4.6; f , pH 5.4; g , pH 5.8; h , pH 

6.4; i, pH 6.8; j , pH 7.8; k , pH 8.4; 1, pH 9.4; m , pH 10.2 

2. ZENTMYER 氏法による各種殺菌剤jの検定結果 Effect of various fungicides on mycelial 

development of tbe fungus tested by ZENTMYER'S method. 

A. Check 

B. ウスプノレン Uspulun 

C. ルペロン Ruberon 

D. リオゲ;/ Riogen 

E. ホルマリン Formalin 

F. ノL ベロン手L剤 Ruberon emulsifiable concentrate 

G. 硫酸 Sulfuric acid 

H. 氷酢酸 G lacial acetic acid 

1 .ベーパム Vapam 

J. 木酢液 pyroIigneous acid 
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Sclerotial Root-Rot of Coniferous Seedling's caused by 

Sclerotillm bataticola TAUB. 

Kunihiko SAT白 and Tsugio SH凸 J 1 

(R駸um�) 
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OGAWA (1939) reported two stem rots of Japanes巴 larch (Larix leptolepis MURRY) and 

Japanese cypress (Cha問。ecyparis obtusa ENDL.) seedlings caused by Phornopsis pseudoｭ

tsugae WILS. and Phoma hasegawae OGAWA , respectively. 

According to the present authors' investigations , however , the symptoms and signs 

of the diseases induced by these fungi di任ered from those which were described by 

OGAWA , and many culture stocks of Sclerotiurn bataticola T AUB. were isolated from the 

diseased seedlings that were regarded as the stem rots caused by the Ph削opsis and 

Pho例a.

The sclerotial root-rot of various species of tree seedlings caused by S. bataticola 

occurs very commonly in nurseries and sea-shore sand protection forests throughout 

this country , and the damage by the disease is considerably large every year. 

In this paper the authors deal with the experim巴ntal records on this disease. 

1. Symptoms The infection of this disease occurs in summer and early fall. The 

first symptom of infected s巴edlings is gradual loss of color in the needles. In general , 

the stems at soil level are attacked and the damage spreads to the roots. Infected 

tissue turns reddish brown and numerous black sc1erotial bodies that macroscopical1y 

resemble pycnidia may develop in the diseased tissue. The present authors have never 

observed pycnidia on the host plants (Plate 1 ，江. 2). 

2. The pathogenicity of the sev巴ral strains of the fungus was proved by the inoculation 

experiments. The test to Japanes red pine (Pinus densiflol'a SIEB. et Zucc.) seedlings 

which was carried out under low temperature showed negative result , and then the 

experiments in summer and those with the incubator and soil thermostat kept at 30 に c

were performed. From these experiments , it was ascertained that the fungus caused 

the sclerotial root-rot of Japanese red pine and “ Sugi" (Cl'yptomel'ia japoηica D. DON) 

seedlings; the charcoal rot of azuki bean (Phaseolus angulal'is WIGHT) and soyb巴an

(Glycine rnax MERR.) and the black rot of sweet potato巴s ， and 14 species in 10 di任erent

genera belonging to 6 families were listed as the host trees in this country by the 

present authors (Table 1~5 ， Plate ]1. 1, 3). 

3. The fungus makes growth vigorously on potato decoction agar and Saito's soy agar , 

whil巴 feebly on “ Sugi" ne巴 dle decoction agar , Richards' so1. agar and Czapek's so1. 

agar. The d巴gree of sc1erotial production shows the same tendency as the mycelial 

growth (Table 6, 7, 12 , Plate m. 3). 
4. The mycelium of the fungus grows at temperatures ranging from 10 こ C to 38'C and 

favorably at 35 c C , but no growth is observed at 5"C (Table 8, 9, Plate m. 4). 
5. The mycelial growth of the fungus at 98 per cent relative humidity is more vigorous 

than that at a saturated atmosphere. The mycelium grows considerably in 94 percent 

humidity , and below 92 per cent show no signs of growth (Table 10). 
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6. The influence of H-ion concentrations on mycelial growth is not remarkable on poｭ

tato agar media with exponents ranging from 4.6 to 7_8, but, in all probability , the 

optimum may be at 6_4 (Tabl巴 11 ， Plate IV. 1). 

7. Accorc1ing to the results of the inoculation experiments with the fungus to Japanese 

larch anc1 kidney bean (Phaseolus vulgaris L.) seedlings which were carried out during 

th巴 perio c1 betw巴en the 18 of July to 13 of August 1957 , the infectiol1 of the disease 

occurrec1 severely on the soil thermostat k巴pt at 30"C; whereas the seedlings kept in 

the open air were not c1amaged at all (Table 13 , Plate H. 1). 

8. E任ect of soil moistures on th巴 ocurrence of the disease 011 Japanese larch seedlings 

was proved by the inoculation experiment. The result showed that the development 

of the diseas巴 was most favorable on dry soil , while the infection 011 wet soil did not 

occur, and slight damage was observed on modelately wet soil (Table 14). 

9. The r巴lation of H-ion concentrations of soil to the occurrence of the disease of Japaｭ

nese larch seedlings was tested. By addition of a certain amount of I-ICI solution anc1 

slak巴d lime , the H-ion concentration of soil was varied. From the result of this test , 

the c1amage by the dis巴as巴 was conspicuously reduced by the application of slaked lime , 

but it seems that the addition of HCI solution to the soil bears no relation to the 

occurrence of the disease (Table 15). 

10. Th巴 toxicities of various fUl1gicides upon the fungus were t巴 sted by a modi抗cation

of ZENTMYER'S drench method (TERASHITA'S method). Undilutec1 pyroligneous acid , 

aqu巴ous solution of formalin , those of glacial acetic acid and Vapam killed the fungal 

c1isks which were placed at the depth of 2.5 cm and Uspulun , Ruberon emulsi自able

concentrate , Riogen and sulfuric acid solution did not kill the disks (Table 16 , Pb.te 

IV. 2). 

Laboratry of Forest pathology , 

Government Forest Experiment Station , Akita Branch Station , 

Akita , Higashinekoya-machi 

Japan 
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